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令和５年度主要事業進行管理 執行計画について 
  

番号 事業名 所  管 

1 文京区 DX推進プロジェクト 企画政策部 

2 文の京伝統工芸プロデュース事業 区民部 

3 おくやみコーナーの開設とハンドブックの作成 区民部 

4 全国藩校サミット文京大会記念事業 アカデミー推進部 

5 未来への祭スタート！「まつりの街、文京」プロジェクト アカデミー推進部 

6 Bunkyo Sports Park アカデミー推進部 

7 ハート型ガードパイプの整備 ～隠れハートをさがせ！～ 
アカデミー推進部 

土木部 

8 女性のほほえみ支援ネットワーク事業 福祉部 

9 旧区立特別養護老人ホームの大規模改修 福祉部 

10 子どもの保育環境向上事業 子ども家庭部 

11 ICTを活用した自殺対策事業 保健衛生部 

12 公園再整備事業 土木部 

13 文京区脱炭素プラットフォーム事業 資源環境部 

14 フードシェアリングサービスの提供 資源環境部 

15 誠之小学校改築 教育推進部 

16 明化小学校等改築 教育推進部 

17 柳町小学校等改築 教育推進部 

18 小日向台町小学校等改築 教育推進部 

19 学びの居場所架け橋計画 教育推進部 

令和 5 年 5 月 10 日庁議資料 

企 画 政 策 部 
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指定番号 
事 業 名     

１ 文京区ＤＸ推進プロジェクト 

事業概要 

デジタル技術の活用による行政サービスの向上や業務改善を進め、新たな行政サービスを創出するた

め、行政手続きのオンライン化、業務改革（ＢＰＲ）の取組、働き方の改革及びＤＸ人材の育成の４つ

の取組を中心に様々な事業を実施します。 

予算額(千円) ９３，４５４千円 

 

年度末の目標  

・行政サービスの電子化を進め、住民の利便性を向上します。 

・既存業務の効率化を図り、職員を行政サービスの更なる向上に振り向けます。 

・自治体ＤＸを推進するための体制や人材を育成します。 

 

月 執行計画 実績・課題等  

４ 

【行政手続きのオンライン化】 
・電子申請システムの拡充 
・一時保育所（キッズルーム茗荷谷）の 
キャッシュレス決済導入 

【ＤＸ人材の育成】 
・ＤＸ推進サポーター制度の創設 
・民間ＩＣＴ企業への職員派遣研修開始 

 

５ 

【行政手続きのオンライン化】 
・一時保育所（キッズルームかごまち）の 
キャッシュレス決済導入 

【働き方改革】 
・オンライン会議用モニターの設置 

６  

７ 

【業務改革（ＢＰＲ）の取組】 
・（仮称）文京区児童相談所の業務連携に向けた
デジタル環境整備の試行事業を開始 
【ＤＸ人材の育成】 
・民間ＩＣＴ企業職員派遣研修連絡会の開催 

８ 
【ＤＸ人材の育成】 
・ＤＸ推進サポーター連絡会の開催 

９ 
【業務改革（ＢＰＲ）の取組】 
・育成室運営管理システムの導入 
・タブレット端末を活用した介護認定調査開始 

10 
【ＤＸ人材の育成】 
・民間ＩＣＴ企業職員派遣研修連絡会の開催 

 

11 
【ＤＸ人材の育成】 
・ＤＸ推進サポーター連絡会の開催 

12  

１ 
【ＤＸ人材の育成】 
・民間ＩＣＴ企業職員派遣研修連絡会の開催 

 

２ 
【ＤＸ人材の育成】 
・ＤＸ推進サポーター連絡会の開催 

３  
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指定番号 
事 業 名     

２ 文の京伝統工芸プロデュース事業 

事業概要 

区内の伝統工芸者（以下「工芸者」）や文京区伝統工芸会（以下「工芸会」）に専門プロデューサーを派

遣し、情報発信、販路開拓等を支援することにより、文京区の伝統工芸の魅力の発信力を強化するとと

もに、伝統工芸品の販売を促進し、伝統工芸の産業としての発展と技能の継承を図ります。 

予算額(千円) ５，３４６千円 

 

年度末の目標  

不忍通りふれあい館展示物の充実等による情報発信力の向上や各イベントにおける販売力の強化

を図るとともに、アドバイス支援により５人の工芸者の個々の課題の解決を図ります。活動を通じ

て工芸会の組織力強化と若手人材の育成につなげます。 

 

月 執行計画 実績・課題等  

４ 
工芸会との定例会議（毎月 1回） 
工芸会・各工芸者の課題抽出 

 

５ 
具体的な支援内容の選定 
工芸者への個別アドバイス支援（前半２人）（５
月～９月） 

６ ＳＮＳ等による発信力強化策の検討 

７ 各イベントにおける販売力強化策の検討 

８ ふれあい館展示物リニューアル検討 

９ 組織力強化に向けた取組の検討 

10 
下町まつり出展支援 
工芸者への個別アドバイス支援（後半３人）（10
月～２月） 

 

11 ぶんぱく出展支援 

12  

１  
 

２ 梅まつり出展支援 

３ 次年度に向けた企画調整 
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指定番号 
事 業 名     

３ おくやみコーナーの開設とハンドブックの作成 

事業概要 

死亡届後に発生する区役所内での様々な手続きについて、ご遺族の気持ちに寄り添い、不安や負担を

少しでも軽減するため、「おくやみコーナー」を開設し、相談窓口で必要な手続きを一括して申請でき

る仕組みを構築するとともに、ハンドブックを活用した説明により、スムーズに手続きが出来るよう支

援を行います。 

予算額(千円) ２６，５１５千円 

 

年度末の目標  

区役所内手続きに係る各種申請書を一括で作成し、ワンストップで受付・案内します。区役所外

手続きについても、ハンドブック等を用いて関係機関の案内を行います。 

 

月 執行計画 実績・課題等  

４ ・先行自治体事例の研究 
 

５ 
・第１回庁内検討委員会 
・手続内容、運用フロー等の制度設計（９月まで
実施） 

６ 

・おくやみハンドブックの掲載内容の検討（８月
まで実施） 
・行政情報センターレイアウト変更（８月まで実
施） 

７ ・第２回庁内検討委員会 

８ ・第３回庁内検討委員会 

９ ・おくやみハンドブック作成 

10 
・おくやみコーナー開設 
（ハンドブック活用による相談開始） 

 

11  

12 ・事前予約制による相談開始（庁内連携） 

１  
 

２  

３  
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指定番号 
事 業 名     

４ 全国藩校サミット文京大会記念事業 

事業概要 

江戸時代の藩校教育を現代に活かそうという趣旨で毎年開催され、全国の藩主・藩校関係者が一堂に会

する「全国藩校サミット」が第 20回を迎えることを記念して、初回開催地の文京区で第 20回大会を開

催します。また、記念事業として「文京ミューズネット周遊デジタルスタンプラリー」及び「時代まつ

り in文京」を実施します。 

予算額(千円) ３９，９３２千円 

 

年度末の目標  

【全国藩校サミット文京大会】 

区民が江戸時代の文京区の文化風俗に触れて、区の歴史的、文化的側面を再発見することで郷土に対

する関心と愛着を深めるとともに、史跡に恵まれた文教の地である本区の魅力を内外に発信します。 

【デジタルスタンプラリー】 

区民が区内にある徳川家や江戸時代の旧藩に由来する施設を訪れる機会を創出し、全国藩校サミッ

ト文京大会の開催に向けて機運を醸成します。また、区民が施設に足を運んで文化芸術に触れる機

会の創出及び区内文化芸術施設における来館者回帰を図ります。 

【時代まつり in 文京】 

区民が歴史に触れる機会を創出し、全国藩校サミット文京大会の開催に向けた機運醸成を図るとと

もに、豊富な観光資源を有する本区の魅力を内外に発信します。 

 

月 執行計画 実績・課題等  

４ 

【全国藩校サミット文京大会】 
・委託内容の打合せ 
【デジタルスタンプラリー】 
・委託内容の打合せ 
・参加施設の確定 
【時代まつり in文京】 
・実行委員会（第 1回）開催 

 

５ 

【全国藩校サミット文京大会】 
・実行委員会（第 2回）実施 
【デジタルスタンプラリー】 
・アプリの仕様確定 
・リーフレット等への掲載情報入稿、校正 

６ 

【デジタルスタンプラリー】 
・開催告知（区報等） 
・リーフレット納品、配架 
【時代まつり in文京】 
・実行委員会（第 2回）開催 

７ 

【デジタルスタンプラリー】 
・事業実施 
【時代まつり in文京】 
・行列参加者募集（区報） 

８ 

【全国藩校サミット文京大会】 
・関係者へ参加案内送付 
・大会冊子作成開始 
【デジタルスタンプラリー】 
・事業実施 
【時代まつり in文京】 
・行列参加者募集 
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９ 

【全国藩校サミット文京大会】 
・一般観覧募集開始（区報等） 
・実行委員会（第 3回）実施 
【デジタルスタンプラリー】 
・景品抽選 

10 

【全国藩校サミット文京大会】 
・製作物等作成 
【デジタルスタンプラリー】 
・景品発送 
【時代まつり in文京】 
・実行委員会（第 3回）開催 
・時代まつり in文京開催（区報） 

 

11 

【全国藩校サミット文京大会】 
・事業実施（11/18） 
【時代まつり in文京】 
・事業実施（11/3） 

12 

【全国藩校サミット文京大会】 
・実績報告用冊子作成 
【時代まつり in文京】 
・実行委員会（第 4回）開催 

１ 
【全国藩校サミット文京大会】 
・実行委員会（第 4回）実施 

 

２  

３  

  



7 

 

 

指定番号 
事 業 名     

５ 未来への祭スタート！「まつりの街、文京」プロジェクト 

事業概要 

本区の観光の中心であると同時に、歴史的・文化的価値のある「文京花の五大まつり」、「文京朝顔・

ほおずき市」、「根津・千駄木下町まつり」について、コロナ禍からの再スタートを支援するとともに、

未来に向けてまつりを地域で繋いでいくための事業を実施します。 

予算額(千円) ２０，４０２千円 

 

年度末の目標  

地域の様々な主体が参加しているまつりへの誘客促進を図ることにより、コロナ禍からの回復を

目指す観光振興および地域経済の復興へ寄与します。また、小・中学生がまつりを通じて地域の文

化・歴史に触れることで、自らの住む地域への愛着形成を図ります。 

 

月 執行計画 実績・課題等  

４ 

・特設サイト開設 
・公式 Twitter開設 
・第 1回 SNSキャンペーン実施 
【つつじまつり】 
・まつり復興事業補助金交付 
・まつりの取材・広報 

 

５  

６ 

【あじさいまつり】 
・まつり復興事業補助金交付 
・まつりの取材・広報 
・子ども向けワークショップ開催 

７ 

【朝顔・ほおずき市】 
・まつり復興事業補助金交付 
・まつりの取材・広報 
・子ども向けワークショップ開催 

８  

９ ・第 2回 SNSキャンペーン実施 

10 

【根津・千駄木下町まつり】 
・まつり復興事業補助金交付 
・まつりの取材・広報 
・子ども向けワークショップ開催 

 

11 

【菊まつり】 
・まつり復興事業補助金交付 
・まつりの取材・広報 
・子ども向けワークショップ開催 

12  

１  
 

２ 

【梅まつり】 
・まつり復興事業補助金交付 
・まつりの取材・広報 
・子ども向けワークショップ開催 

３ 

【さくらまつり】 
・まつり復興事業補助金交付 
・まつりの取材・広報 
・子ども向けワークショップ開催 
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指定番号 
事 業 名     

６ Ｂｕｎｋｙｏ Ｓｐｏｒｔｓ Ｐａｒｋ 

事業概要 

パラスポーツ・アーバンスポーツやデジタル技術を活用した競技体験及びステージイベントの実施な

ど、区内関係スポーツ団体やスポーツボランティアとの協働により、区民の誰もがスポーツを「ともに」

楽しみ、コロナ禍で希薄になった「つながり」を感じることができるスポーツイベントを実施します。 

予算額(千円) １９，２４７千円 

 

年度末の目標  

本事業を通じ、東京２０２０大会のレガシーのひとつとして、区民のパラスポーツ等への関心を

一層高めていきます。また、コロナ禍等、社会状況の大きな変化を経験した後の新たなスポーツの

楽しみ方を示すことで、区民のスポーツ全体に対する気運を再び高め、パリ２０２４大会へとつな

げていきます。 

 

月 執行計画 実績・課題等  

４ 業務受託事業者と契約締結 
 

５ 
事業計画の検討 
関係スポーツ団体との調整 

６ 

７ 
事業計画の検討 
関係スポーツ団体との調整 
広報（区報、区ＨＰ、区ＳＮＳ掲載）検討 

８ 

９ 
事業計画・当日運営内容確定 
区報９月２５日号掲載、区ＨＰ、区ＳＮＳ掲載 

10 
直前準備、最終調整 
１０月２１日（土）事業実施 
アンケート実施・収集 

 

11 
区ＨＰへの実施報告掲載 

12 

１ 

 

 

２ 

３ 
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指定番号 
事 業 名     

７ ハート型ガードパイプの整備 ～隠れハートをさがせ！～ 

事業概要 

観光施設周辺等を中心にハート型ガードパイプを設置することで、地域の賑わいづくりのきっかけと

するとともに、交通安全施設の整備と維持に関する重要性を啓発します。 

予算額(千円) １,８８１千円 

 

年度末の目標  

８月までに設置を完了させ、身近にある交通安全施設の重要性を啓発するとともに、本区の新た

な観光資源として、地域を活性化し、賑わいを創出させます。 

 

月 執行計画 実績・課題等  

４ 設置箇所検討 
 

５ 設置箇所決定 

６ 設置工事準備（材料購入契約） 

７ 設置工事準備（材料購入契約） 

８ 設置工事完了・区ＨＰに掲載 

９  

10  
 

11  

12  

１  
 

２  

３  
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指定番号 
事 業 名     

８ 女性のほほえみ支援ネットワーク事業 

事業概要 

 ＤＶや生活困窮等の困難な問題を抱える女性に対し、自立に向けた切れ目ない相談・支援ができるよ

うに、支援に関わる福祉、子育て、教育等の関係機関と民間団体や民間事業者との連携・協働による支

援の在り方の検討とネットワークの構築を行います。 

予算額(千円) ２，４２２千円 

 

年度末の目標  

女性のほほえみ支援ネットワーク連絡会を開催し、そこでの議論を踏まえ、関係機関や民間団体

等との支援ネットワークの構築を行います。 

 

月 執行計画 実績・課題等  

４  
 

５ 

女性のほほえみ支援ネットワーク連絡会
設置 
民間団体及び民間事業者の掘り起こし(５月～
３月) 

６ 
第１回女性のほほえみ支援ネットワーク
連絡会・研修開催  

７ 研修開催 

８  

９  

10 
第２回女性のほほえみ支援ネットワーク
連絡会・研修開催 

 

11  

12  

１ 
第３回女性のほほえみ支援ネットワー
ク連絡会・研修開催 

 

２ 議会報告 

３ 関係者チラシ発行 
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指定番号 
事 業 名     

９ 旧区立特別養護老人ホームの大規模改修 

事業概要 

経年により老朽化が進んでいる旧区立特別養護老人ホーム（大塚みどりの郷を除く。）について、円

滑な事業運営を確保するため、施設・設備等の機能を原状回復する工事を入所者及び利用者のいる施設

の運営を継続しながら、順次行います。 

予算額(千円) １，９７２，６１７千円 

 

年度末の目標  

特別養護老人ホーム文京くすのきの郷の入所者・利用者に配慮しながら、令和元年度より実施し

ている特別養護老人ホーム文京くすのきの郷大規模改修工事を引き続き実施し、完了させます。 

また、文京白山の郷、文京千駄木の郷についても、老朽化が進んでいることから、文京くすのき

の郷の実績を踏まえ、改修の手法を検討していきます。 

 

月 執行計画 実績・課題等  

４ 
・文京くすのきの郷大規模改修工事（１階、地下
１階改修工事） 

 

５ ・文京くすのきの郷大規模改修工事竣工 

６ 
・文京白山の郷、文京千駄木の郷大規模改修工事
手法の検討 

７ 
 

８  

９  

10  
 

11  

12  

１  
 

２  

３  
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指定番号 
事 業 名     

１０ 子どもの保育環境向上事業 

事業概要 

開設後 10 年以上経過した保育事業者が行う建物の老朽化及び質の向上のために実施する改修工事に

係る費用や、保育環境の向上等を図るため、老朽化した備品の入れ替え、照明の LED化、フローリング

貼・カーペット敷の張替え等の設備更新に係る費用の一部を補助します。 

予算額(千円) １２４，２９０千円 

 

年度末の目標  

子どもが日常の多くの時間を過ごす保育所の保育環境の向上を促すことにより、今まで以上に安

全・安心な環境で質の高い保育を実施することを目指します。 

 

月 執行計画 実績・課題等  

４  
 

５ 対象園へ工事概要の調査依頼 

６ 具体的な工事内容の協議（６月～８月） 

７  

８  

９ 補助金申請方法等の周知 

10  

 

11  

12  

１ 工事内容現地確認（１月～２月） 
 

２  

３ 
実績報告書の確認 
補助金の支払 
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指定番号 
事 業 名     

１１ ＩＣＴを活用した自殺対策事業 

事業概要 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響等で、自殺の要因となり得る様々な問題が悪化したことによ

り、全国の自殺者数は 、令和 2年は 11年ぶりに前年を上回りました。文京区では、30歳代までの自

殺者数が、感染拡大前の令和元年と比較して上回っており、若い世代の自殺が増加しています。このた

め、ウェブ上からでしか相談につながりにくい若い世代の自殺企図を予防します。 

予算額(千円) ５，４９０千円 

 

年度末の目標  

・ウェブ上の検索サイトで自殺に関連する検索を行う者に対して、相談を促す広告を表示するこ

とで、自殺に関する情報の取得から遠ざけます。 

・自殺に関連する検索行動を起こしている自殺リスクが高い者に対して、相談者の抱えている問

題に応じて適切な支援情報を届け、適切な窓口につなげることで、自殺企図を予防します。 

 

月 執行計画 実績・課題等  

４ 
・事業準備（検索連動型広告の事業者打合せ） 
・ＩＣＴを活用した自殺対策事業の実施 
（６年３月まで通年実施） 

 

５ ・検索連動型広告の表示開始 

６  

７  

８   

９ 
・自殺防止 東京キャンペーン 
（チラシ・防止グッズ配布） 

10 
・受託事業者との具体的な相談体制の検討（10
月～12月） 

 

11  

12  

１  
 

２  

３ 
・自殺防止 東京キャンペーン 
（チラシ・防止グッズ配布） 

 



14 

 

指定番号 
事 業 名     

１２ 公園再整備事業 

事業概要 

区立の公園、児童遊園をより安全・安心で快適なものとするため、公園再整備基本計画に基づき、地

域主体の区民参画による計画的な公園の再整備を行います。 

予算額(千円) ３５９，７００千円 

 

年度末の目標  

切通公園、千駄木公園、関口三丁目公園は、再整備に向け区民参画による意見交換を行い、設計

を進めていきます。 

窪町東公園、向丘一丁目児童遊園は、今年度、工事着手し開園を目指します。 

また、昨年度より工事着手している白山四丁目第二児童遊園、文京宮下公園は、今年度、完成を目指しています。 

 

月 執行計画 実績・課題等  

４ 
・設計委託着手（切通公園、千駄木公園、関口三
丁目公園） 
・工事完了（白山四丁目第二児童遊園） 

 

５  

６  

７ 
・第１回意見交換会（切通公園、千駄木公園、関
口三丁目公園） 
・工事着手（窪町東公園、向丘一丁目児童遊園） 

８  

９  

10 
・第２回意見交換会（切通公園、千駄木公園、関
口三丁目公園） 

 

11  

12  

１ 
・第３回意見交換会（切通公園、千駄木公園、関
口三丁目公園） 

 

２  

３ 

・設計委託完了（切通公園、千駄木公園、関口三
丁目公園） 
・工事完了（文京宮下公園、窪町東公園、向丘一
丁目児童遊園） 
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指定番号 
事 業 名     

１３ 文京区脱炭素プラットフォーム事業 

事業概要 

2050年「ゼロカーボンシティ」を表明したことを踏まえ、東京都の都民の健康と安全を確保する環境

に関する条例に規定する大規模事業所（原油換算 1,500kl／年）に該当する区内事業所を主な対象とし

て、二酸化炭素排出量を実質ゼロにすることを共通の目標としたプラットフォームを立ち上げ、脱炭素

の取組に対する意識を醸成します。 

予算額(千円) ３１千円 

 

年度末の目標  

区が事務局となり年１回情報共有会議を開催します。参加事業所の省エネや二酸化炭素排出量の縮減への取組みを共
有し、区内事業所の脱炭素に対する意識の醸成を図ります。 

 

月 執行計画 実績・課題等  

４ 

・プラットフォーム事業説明、参画依頼 
・プラットフォーム参画事業所とのヒアリング 

 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

・プラットフォーム参画事業所とのヒアリング
結果取りまとめ 

 

11 

12 

１ 情報共有会議の資料作成 
 

２ 情報共有会議を開催 

３  
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指定番号 
事 業 名     

14 フードシェアリングサービスの提供 

事業概要 

廃棄になり得る可能性のある食品について、「価格を下げても売り切りたい区内店舗」と「欲しい食

品をより安く購入したい消費者」をマッチングする「フードシェアリングサービス」を WEB 上に提供

し、区内飲食店・小売店から発生する事業系食品ロスの削減を図ります。 

予算額(千円) ９０８千円 

 

年度末の目標  

事業者がフードシェアリングサービスを利用する事で、区内飲食店等から発生する作り過ぎなど

を起因とする食品廃棄物とそれを起源とする CO2 の削減を図ります。 

また、消費者もフードシェアリングサービスの利用を通じて、「食品ロスの削減」に対する意識の

醸成に繋げます。 

 

月 執行計画 実績・課題等  

４  
 

５ 
・システム提供事業者（ベンダー）とサービス利
用契約を締結 

６ 
・ベンダーによるシステム準備 
・啓発資材作成 

７ 

・区内飲食店等（食品提供事業者）向け啓発 
（ぶんきょう食べきり協力店、文京ソコヂカラ
登録店、文京区商店街連合会加盟飲食店舗等に
案内チラシ等を送付。） 

８ ・区内飲食店等（食品提供事業者）登録受付開始 

９ 

・区報掲載（9/10号） 
・Ｂーぐる車内チラシ配架及びポスター掲示（９
～10月） 
・区設掲示板にてポスター掲示（９～10月） 

10 ・フードシェアリングサービス事業開始 
 

11  

12  

１  
 

２  

３  
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指定番号 
事 業 名     

１５ 誠之小学校改築 

事業概要 
老朽化した誠之小学校の校舎改築を行い、多様な学習活動に対応した指導を可能とするとともに、安

全な学校生活を送ることができるよう施設面の整備を図ります。 

予算額(千円) ９９０，０９６千円 

 

年度末の目標  

改築校舎（Ⅱ期）の竣工及び校庭整備工事等を実施します。 

 

月 執行計画 実績・課題等  

４ ・校舎（Ⅱ期）：地上躯体工事、外装工事 
 

５ 
・校舎（Ⅱ期）：地上躯体工事、内装工事、外装
工事 

６ 
・校舎（Ⅱ期）：地上躯体工事、内装工事、外装
工事 

７ 
・校舎（Ⅱ期）：地上躯体工事、内装工事、外装
工事、外構工事 

８ ・校舎（Ⅱ期）：内装工事、外装工事、外構工事 

９ ・校舎（Ⅱ期）：内装工事、外装工事、外構工事 

10 ・校舎（Ⅱ期）：内装工事、外構工事 

 

11 ・校舎（Ⅱ期）：内装工事、外構工事 

12 
・校舎（Ⅱ期）：内装工事、外構工事、 
Ⅱ期竣工検査、引渡し 

・校庭整備工事 

１ 
・Ⅰ期校舎教室内装改修工事 
・校庭整備工事 

 

２ 
・Ⅰ期校舎教室内装改修工事 
・校庭整備工事 

３ 
・Ⅰ期校舎教室内装改修工事 
・校庭整備工事 
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指定番号 
事 業 名     

１６ 明化小学校等改築 

事業概要 

老朽化した明化小学校の校舎改築を行い、多様な学習活動に対応した指導を可能とするとともに、安

全な学校生活を送ることができるよう施設面の整備を図ります。また、敷地の有効活用のため、併せて

明化幼稚園を改築し一体的な整備を図ります。 

予算額(千円) ２，５４９，３２８千円 

 

年度末の目標  

新築校舎東側の建設（Ⅰ期工事）を完了し、既存校舎西側の解体（Ⅱ期解体）を実施します。 

 

月 執行計画 実績・課題等  

４ 

・新築校舎東側（Ⅰ期）：内装工事、外装工事、
外構工事 
 

 

５ 

６ 

７ Ⅰ期竣工検査、引渡し 

８ 
・新築校舎東側（Ⅰ期）：初度調弁・既存校舎西
側備品移設、渡り廊下移設 

９ ・既存校舎西側（Ⅱ期）解体工事 

10 

・既存校舎西側（Ⅱ期）解体工事 

 

11 

12 

１ 

・既存校舎西側（Ⅱ期）解体工事 

 

２ 

３ 
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指定番号 
事 業 名     

１７ 柳町小学校等改築 

事業概要 

教室不足等に対応するため、学校の校舎改築を行い、多様な学習活動に対応した指

導を可能とするとともに、安全な学校生活を送ることができるよう施設面の整備を図

ります。また、敷地の有効活用を図るため、柳町こどもの森・児童館・育成室も含め

て一体的に整備します。 

予算額(千円) ５９５，０５４千円 

 

年度末の目標  

柳町こどもの森旧園舎、旧体育館、旧プール等の解体を完了し、埋蔵文化財試掘調査後、校舎北

棟（小学校、児童館、育成室等）の建設に着手します。 

 

月 執行計画 実績・課題等  

４ ・体育館、園舎：解体工事 
 

５ ・体育館、園舎：解体工事 

６ ・体育館、園舎：解体工事 

７ 
・体育館、園舎：解体工事完了 
・校舎北棟：埋文試掘調査、擁壁工事 

８ ・校舎北棟：擁壁工事、山留工事 

９ ・校舎北棟：擁壁工事、山留工事 

10 ・校舎北棟：杭工事 
 

11 ・校舎北棟：杭工事 

12 ・校舎北棟：杭工事 

１ ・校舎北棟：掘削工事 
 

２ ・校舎北棟：掘削工事、基礎躯体工事 

３ ・校舎北棟：基礎躯体工事  

  



20 

 

指定番号 
事 業 名     

１８ 小日向台町小学校等改築 

事業概要 

老朽化した小日向台町小学校の校舎改築を行い、多様な学習活動に対応した指導を可能とするととも

に、安全な学校生活を送ることができるよう施設面の整備を図ります。また、敷地の有効活用を図

るため、小日向台町幼稚園・児童館・育成室も含めて一体的に整備します。 

予算額(千円) １００，３４７千円 

 

年度末の目標  

小日向台町小学校の改築に向けて、プロポーザルを経て、基本及び実施設計を委託します。 

 

月 執行計画 実績・課題等  

４ 整備方針の策定 
 

５ 整備方針の策定 

６ 
整備方針の決定 
設計者選定プロポーザル準備 

７ 契約委員会付議 

８ 設計者選定プロポーザル準備 

９ 設計者選定プロポーザル準備 

10 設計者選定プロポーザル（第一次審査） 

 

11 設計者選定プロポーザル準備 

12 設計者選定プロポーザル（第二次審査） 

１ 設計者決定、基本・実施設計契約 
 

２ 基本設計 

３ 基本設計 

  



21 

 

 

指定番号 
事 業 名     

１９ 学びの居場所架け橋計画 

事業概要 

不登校児童・生徒が増加する中、教育機会確保法の方針に掲げられている「不登校児童・生徒が安心

して教育を受けられるよう、学校における環境の整備」の推進を図るため、学校内の居場所を確保しま

す。具体的には、学級に馴染めないと感じている児童・生徒に対応するため、小学校・中学校で 7 校モ

デル校を選び、各校に週５日１人の指導員（以下「校内居場所(別室)対応指導員」という。）を配置しま

す。 

あわせて、新たにNPO と連携して、こうした児童・生徒に対して、オンラインシステムを活用した

支援を進めていきます。 

予算額(千円) 16,050千円 

 

年度末の目標  

学校内の居場所やオンラインシステム上の居場所といった新たな学びの居場所と児童・生徒と学

校を繋ぐ「架け橋」となるよう、取組を進めていくとともに、支援の効果を検証します。 

 

月 執行計画 実績・課題等  

４ 

校内居場所(別室)対応指導員への研修及びモデ
ル校への配置  
オンラインシステムの利用の仕方の小中学校へ
の周知 

 

５ 
オンラインシステムの利用開始 
各モデル校との連絡調整 
NPOとの連絡調整 

６ 
各モデル校との連絡調整 
NPOとの連絡調整 

７ 
校内居場所(別室)対応指導員連絡会 
オンラインシステム利用状況の確認と成果・課
題の検討 

８ 
校内居場所(別室)対応指導員への研修 
NPOとの連絡会 

９ 
各モデル校との連絡調整 
NPOとの連絡調整 

10 
校内居場所(別室)対応指導員連絡会 
オンラインシステム利用状況の確認と成果・課
題の検討 

 

11 
各モデル校との連絡調整 
NPOとの連絡調整 

12 
各モデル校との連絡調整 
NPOとの連絡調整 

１ 
モデル校での実践結果の効果の検証 
オンラインシステムの効果の検証 

 

２  

３  

 


